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 １２月議会一般質問は、１２・１３・１４日の３日間行われました。私は、１２日の２番目で午前

のうちに行いました。要点のご報告をいたします。 
 なお、議案審議（各議案について賛否の態度を表する）は１８日（月）の１０時からです。先週号

でお知らせしましたように、重要な議案も含まれておりますのでお時間がありましたら、ぜひ傍聴に

お越しください。 
〈１２月議会  私の一般質問から〉 

 
大名 来年度の予算編成案（規模・主な内容・新たな住民負担・税増税など）について 
  本年度増税収入分を、住民への還元としてどのように反映させるか 
村長 予算規模は概算で、１５８億円前後。新規事業は２７～２８事業をみこみ、福祉部門では、

地域包括支援センター（仮称）の改修工事を行い、来年７月の開館をめざす。 
障害福祉サービス利用者への軽減措置として新たに助成制度を創設する予定でいる。 

定率負担分 定率１割自己負担のところ、本人 0.3 村 0.7 の割合で助成 

給食費   一律２００円の助成 

    ※これにより支援費制度実施時期の自己負担とほぼ同負担に引き下がる予定 

 子育て支援策として、公立・私立とも保育料の一律引き下げを実施し、県内で最低ランク

の保育料とする。 

 

経済環境面では、奨励作物栽培推進補助金、農産物加工品開発推進捕助金を創設し、地産地消

や有機栽培等に力点を、また広野・北原・西光地区の農道整備にも着手したい。 

消防部門では、残りの公共施設に自動体外式除細動器を整備し、教育部門では安全衛生管理の

必要性から、防火扉・シャッター改修工事を全小・中学校で実施予定。 

 住民負担増・増税などの状況は、個人住民税に係る定率減税の全廃、６５才以上の非課税措

置の廃止に伴う特例、水道料金の引き上げ、ゴミ袋の指定化などがあげられる。 

 今年度住民税増税分に対する住民還元については、将来の公立学校施設整備のための基金積

立金をはじめ、新たな事業創設に充てるための財源として反映したい。 

 
 

 新年度予算編成案には、これまで住民のみなさまの声を反映しつつ要望し、取り組ん

できた内容が実施の方向で盛り込まれていることを喜びたいと思います。いっぽうで、

村が独自に新たな住民負担をもたらす計画など、認められない点も多々あるようです。

今週は、ここまでのご報告で失礼します。 

 

バックナンバーは右記のホームページでどうぞ！  http://www.jcp-net.jp/ibahoku/ 
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